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近年、有機電気光学(EO)ポリマーは超高速光変調器や光スイッチ、高速デジタルシグナル伝送、

光インターコネクション、電界センサー、THz 発生・検出など様々な応用が期待されている。EO

ポリマーを開発する上で重要な課題の一つは熱及び化学的な安定性に優れた大きな超分極率()

を持った EO 色素を開発することである[1]。我々はこれまでトリシアノフラン(TCF)誘導体をベー

スとしたアクセプター部位、チエニルジビニレンまたはポリエンからなるπ共役系部位、アルキ

ルオキシ基がメタ位に置換されたアミノベンゼンドナー部位から構成される EO 色素が、アルキ

ルオキシ基を持たないものに比べて大きな値を示し、応用上有利な吸収スペクトル形状をもつこ

とを示してきた。その原因としてアルキルオキシ基の”O”が関与した CH…O タイプの弱い分子内

水素結合によるπ共役系の構造安定化による効果を提案した[2,3]。また上記の EO 色素を有する

EOポリマーの電気光学定数 r33は 100 pm/V 以上の値を示すことを示してきた[4,5]。 

本研究では更にチエニルジビニレンπ共役系部位にエチレンジオキシを付加した EO 色素を新

規に設計・合成し（図 1）、超分極率()及び吸収スペクトルの評価を行った。表 1に示すようにチ

エニルジビニレンπ共役系部位にエチレンジオキシを付加した EO 色素は更に大きな値を有し、

また吸収ピーク波長(max)も更に長波長側にシフトし、振動子強度も大きくなり吸収バンドのエネ

ルギー幅が狭くなった。特に低エネルギー側（長波長側）での吸収のたち下がりが顕著であり、

応用上有利な吸収スペクトル形状を有していることが明らかになった。新規 EO 色素は熱安定性

にも優れており、このよう

な分子設計は EO 色素の性

能向上において重要である

と考えられる。講演では 1H 

NMR スペクトルの結果も

合わせて、チエニルジビニ

レンπ共役系部位へのエチ

レンジオキシの付加による

EO 色素の性能向上の原因

についても議論する。 
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